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1. はじめに 

BEST 専門版を使用して空調システムの設計（年間シミ

ュレーションによる設備容量の決定支援）を行うツール

として、中央熱源部分と二次側空調機部分の仮設調整テ

ンプレートを開発し、その概要と活用法を文献

１）

で報告

した。また、分散型熱源のビル用マルチの仮設調整テン

プレートについて文献

２）

で報告した。ここでは、新たに

開発したデュアルダクト方式の仮設調整空調機テンプレ

ートによる冷温風の送風量および冷熱源・温熱源の容量

調整の概要と試算例を紹介する。 

2. 仮設調整テンプレートの拡充 

一般に空調エネルギーシミュレーションの実行には、

あらかじめ最大負荷計算等を行い、空調系統別に負荷の

集計および採用予定の省エネルギー手法による負荷の低

減などの調整を経て、空調システムの構成機器の容量や

仕様を決めておくなど、シミュレーション開始のための

入力データの作成に多大な事前作業と時間が必要である。

仮設調整テンプレートを使用すると、これらの事前作業

（建物データの作成を除く）を必要とせず直ちにシミュ

レーションを開始することができ、その結果から熱源・

空調機器の仕様決定を効率的に行うことが可能となる。 

図１はデュアルダクト方式の空調機とゾーンの構成の

概要を示したものである。新たに開発したデュアルダク

ト方式の仮設調整空調機テンプレートは、図１の空調機

部分の冷風・温風の送風温度を設定しておき、VAV 方式で

負荷に応じて変動するゾーンへの送風量と還り空気の温

湿度とから、冷水コイルと温水コイルの必要交換熱量と

それぞれの水側の出口温度を算出する。各ゾーンの VAV

ユニットには負荷（PID 制御モジュールからの操作量）に

応じて必要風量を自動調整する機能を追加して使用して

いる。熱源は、冷熱用と温熱用の仮設調整熱源テンプレ

ートを分けて設け、４管式で空調機側と接続している。

なお、デュアルダクト方式の建物全体設備テンプレート

を用意してあるので、テンプレート間の複雑なダクト配

管や制御信号の接続作業は不要で、容易に計算が可能と

している。 

デュアルダクト方式の仮設調整空調機テンプレートの

試算例として、図２に冷温の送風量の調整の状況を示す。 

 

 図１ デュアルダクト方式の空調機とゾーンの構成 

 

 

 

 

 

 図 2 冷風と温風の送風量の調整の状況（2年間） 

 

 

 

 図 3 冷・温熱源の容量調整の状況（2年間） 
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年間冷暖房とし目標温度を 22℃～26℃、送風温度は冷風

14℃温風 32℃、最小送風量は 100m3/h、その他は文献

２）

の条件としている。インテリアゾーンでは冬期でも冷房

負荷が発生し、１年目の 5 月までは冷風の送風量が調整

の途中のため不足しており室温が設定温度の 26℃を超え

ているが、２年目は冷風量が調整されたため 26℃に冷房

されている。暖房負荷は少なく、初期値の最小風量から

わずかな増加量の調整がされている。 

 図３に冷熱源と温熱源の各計算ステップの必要容量と

12 計算ステップの必要容量の移動平均値を示す。この試

算では計算時間間隔を５分で行っているので、12 ステッ

プの平均容量は 1 時間の平均容量を表す。 

3. VAV ユニット送風量とビル用マルチの能力調整方法 

VAV ユニットの送風量制御とビル用マルチ室内機の容

量制御は、対象ゾーンの室温を観測値とする PID 制御

（自動調整）モジュール

3）
からの操作量により行ってい

る。PID 制御（自動調整）モジュールから送られる操作量

は通常０～１の値である。操作量が０の場合は運転容量

が最小能力（ここでは０）、操作量が１の場合は運転容量

を最大能力として室内機が運転する。室内機仮設調整テ

ンプレートにおいては、この操作量の最大値を１より大

きな値（今回は 1.01 とした）に設定して使用する。１を

超える操作量を受取った室内機モジュールは、今の最大

能力では能力不足であると判断し、自身の台数を操作量

に応じて増大させる。そして、増大した台数と能力特性

により能力を算出し、処理すべき熱量を室外機仮設調整

テンプレートへも伝える。以上のように、室内機仮設調

整テンプレートの能力調整は、PID 制御モジュールの室温

フィードバックによる容量制御を応用したものである。 

台数の増大は操作量が１を超えるたびにおこなうので

はなく、今回はあらかじめ適当な調整計算ステップ数ｎ

を決めておき、ｎ回の計算値の移動平均値が過去の移動

平均値の最大値を超えた時に実行するようにした。この

調整計算ステップ数ｎは変更可能で、例えば 5 分間隔計

算の時に 12 計算ステップで調整すると１時間の移動平均

値で、6 計算ステップで調整すると 30 分の移動平均値で

容量調整を行うこととなる。 

図４、図５は１分間隔計算において 12 計算ステップで

２年間調整したもので、室内機の台数調整の状況と室外

機の能力調整の状況を表す。１年目で大きく調整がされ

２年目のシーズンでは微調整が行われている。 

4. まとめ 

デュアルダクト方式の空調機、ゾーン、冷熱源・温熱

源の仮設調整テンプレートによる年間冷暖房の４管式シ

ステムの計算の概要を説明し、その試算例を紹介した。

分散型熱源のビル用マルチの仮設調整テンプレートでは

移動平均値による容量等の調整方法を試みその試算例を

紹介した。仮設調整テンプレートを利用することで容易

にシミュレーションを開始できることを紹介した。 

  

 

  

 

図 4 南側室内機の台数調整状況（2年間） 

 

 

 

 

図 5 室外機の能力調整状況（2年間） 
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